
         

静
岡
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
全
国
ろ
う
あ
者
大
会
が
六
月
十
一
日
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
実
行
委
員
な
ら
び
に
要
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
大

会
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

               

   

手
話
サ
ー
ク
ル
太
陽
の
会
と
小
笠
ろ
う
あ
協

会
の
共
催
行
事
、
研
修
会
が
大
東
で
行
わ
れ
ま

す
。
み
な
さ
ん
予
定
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

日
時 

二
〇
〇
六
年 

八
月 

二
七
日 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
配
布
さ
れ
る
案
内
ビ

ラ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                   

    

上
記
と
同
じ
く
、
共
催
行
事
の
紹
介
で
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！
と
い
え
ば
、
小
運
動
会
。
今

年
も
ど
の
チ
ー
ム
が
優
勝
す
る
の
で
し
ょ
う

か
？
楽
し
み
で
す
。 

 

日
時 

二
〇
〇
六
年 

九
月 

一
七
日 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
配
布
予
定
の
案
内
ビ

ラ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

    

青
年
部
よ
り
耳
寄
り
情
報
で
す
。
青
年
部
だ

け
で
な
く
み
な
さ
ん
と
交
流
を
深
め
よ
う
と
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

奮
っ
て
参
加
し
、
若
者
の
エ
キ
ス
を
吸
い
取
っ

て
み
て
は
・
・
・
？ 

 

日
時 

二
〇
〇
六
年 

八
月 

六
日 

 

場
所 

吉
田
港(

御
前
崎
の
ち
ょ
い
向
こ
う) 

 

会
費 

男
一
五
〇
〇
円
、
女
一
〇
〇
〇
円 

   

今
年
も
「
青
い
郵
便
葉
書
」
を
５
部
頂
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
温
か
い
協
力
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
行
事
案
内
の
郵
送
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 (

総
務
部 

杉
田) 

  
【
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行
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小
笠
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協
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最
近
巷
で
福
祉
・
介
護
機
器
販
売
会
社
で
手
話

の
で
き
る
職
員
が
高
利
子
の
話
を
持
ち
込
み
、

騙
さ
れ
る
被
害
者
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
高

齢
者
に
は
要
注
意
を
！
近
く
の
ろ
う
あ
者
に
も

注
意
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

            

手
話
通
訳
問
題
研
究
会
の
名
誉
運
営
委
員
長

の
伊
東
雋
祐
氏
が
、
薬
石
の
効
な
く
、
六
月
九

日
朝
五
時
十
分
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
九
七
四
年
に
は
、
仲
間
と
と
も
に
全
国
手

話
通
訳
問
題
研
究
会
を
設
立
。
手
話
通
訳
の
充

実
の
た
め
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
二
〇

〇
一
年
に
は
掛
川
市
に
て
「
共
に
生
き
る
手
話

サ
ー
ク
ル
」
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

小
笠
ろ
う
あ
協
会
理
事
は
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
。 

な
お
、
伊
東
氏
を
偲
び
、
Ｃ
Ｓ
放
送
「
目
で

聴
く
テ
レ
ビ
」
に
て
伊
東
雋
祐
氏
の
追
悼
番
組

が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
見
た
い
方
は
た
か
ぎ
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    

七
月
二
日
、
菊
川
市

町
部
地
区
セ
ン
タ
ー
に

て
聴
覚
障
害
者
教
養
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
か
ら
サ
ー
ク
ル

会
員
も
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
昔
の
手

話
と
今
の
手
話
の
違
い
」。
藤
原
基
時
さ
ん
を
中

心
に
み
ん
な
で
今
と
昔

の
手
話
を
表
現
し
ま
し

た
。 

      

 

  

季
刊
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？ 

 

季
刊
と
は
季
節
と
同

じ
く
、
１
年
間
に

４
冊
発
行
さ
れ
ま

す
。
内
容
は
実
に

幅
広
く
、
ろ
う
者

の
生
活
や
世
界
の

情
勢
、
通
訳
問
題

な
ど
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ん
が
も
連
載
し

て
お
り
、
楽
し
め

る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
み
な
さ
ん

に
読
ん
で
も
ら
え

た
ら
・
・
・
。 

問
い
合
わ
せ
は
た
か
ぎ
ま
で
ど
う
ぞ
。 

 

【
編
集
後
記
】 

 

全
国
ろ
う
あ
者
大
会
が
終
わ
り
、
さ
ぁ
充
電
時
期

だ
！
と
喜
ん
で
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
。
カ
ラ

ー
希
望
者
は
個
人
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
せ(

笑)

。 

★
き
た
か
わ
＆
た
か
ぎ 
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「
季
刊
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
」
の
紹
介 
手
話
一
一
〇
番
気
を
つ
け
よ
う 

静
岡
新
聞
よ
り 

伊
東
雋
祐
氏
の
追
悼
番
組 

聴
覚
障
害
者
教
養
講
座 

講演する藤原基時さん 


